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第
71
回
社
明
運
動
副
題
　

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
く
た
め

に
、全
国
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る 

”社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
“も
今
年
で
七
十
一
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

日
頃
か
ら
、
本
市
の
更
生
保
護
活
動
の
推
進
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
関
係
各
位
の
皆
様
に
深

く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
様
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
度
も
、
同
運
動
の
規
模
を

縮
小
し
て
の
実
施
と
な
り
ま
す
が
、「
犯
罪
や
非
行

を
防
止
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
明
る
い
地
域
社
会
を
築
く
こ
と
」「
犯
罪
や
非
行

を
し
た
人
が
再
び
犯
罪
や
非
行
を
し
な
い
よ
う
に
、

そ
の
立
ち
直
り
を
支
え
る
こ
と
」
の
二
つ
を
行
動
目

標
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立
ち
直
り
に
は
、
地
域

に
お
住
い
の
皆
様
を
は
じ
め
、事
業
者
や
関
係
機
関
、

行
政
が
連
携
し
た
地
域
社
会
で
の
見
守
り
や
支
え
が

必
要
不
可
欠
で
す
。

　

本
市
で
は
、
適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、

犯
罪
や
非
行
を
未
然
に
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え

る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
地
方
再
犯
防
止
推
進
計
画

を
包
含
す
る
第
四
期
「
あ
ま
が
さ
き
し
地
域
福
祉
計

画
」
の
策
定
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
「
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
」

の
実
現
に
向
け
、
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“
に
寄
せ
て

　
推
進
委
員
会
委
員
長

　
尼
崎
市
長

稲
　
村
　
和
　
美

稲村市長と新役員稲村市長と新役員
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－第71回“社会を明るくする運動”特集－
　

令
和
三
年
五
月
十
二
日
、
尼
崎
市
保
護
司
会
総
会

は
昨
年
度
に
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
た
め
、
残
念
な
が
ら
書
面
表
決
と
な
り
ま
し
た
。

本
来
な
ら
ば
皆
様
に
ご
挨
拶
を
し
た
上
で
信
任
を
頂

く
予
定
で
し
た
が
、
書
面
に
よ
る
承
認
に
て
会
長
を

拝
命
致
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

翌
日
か
ら
新
執
行
部
が
活
動
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
会
長
を
支
え
る
執
行
部
メ
ン
バ
ー
は
、
保
護
司

会
で
の
経
験
も
豊
富
で
、
そ
れ
ぞ
れ
広
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
得
意
分
野
を
持
っ
て
い
ま
す
。
執
行
部
メ

ン
バ
ー
と
保
護
司
会
の
全
会
員
、
そ
し
て
外
部
関
係

諸
団
体
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ
が
私
の
重

要
な
仕
事
と
考
え
、
日
常
的
に
様
々
な
分
野
で
の
情

報
交
換
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

六
月
四
日
に
、
尼
崎
市
福
祉
課
か
ら
の
呼
び
掛
け

の
も
と
、
神
戸
保
護
観
察
所
か
ら
ご
出
席
を
頂
き
、

「
保
護
観
察
に
お
け
る
関
係
他
機
関
と
の
連
携
の
可

能
性
に
つ
い
て
」
の
第
一
回
勉
強
会
を
開
き
ま
し

た
。
関
連
し
て
会
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
実
施

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
担
当
し
た
ケ
ー
ス
で
他
機

関
と
連
携
し
た
経
験
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
結

果
は
会
員
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
六
月

二
十
一
日
に
は
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
活

動
拠
点
と
す
る
更
生
保
護
関
連
五
団
体
と
「
連
絡
会

議
」
を
開
催
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
喫
緊
の
課
題
を
「
保
護
司
候
補
者
の
安
定
的

確
保
」
と
捉
え
、
以
下
の
三
つ
の
テ
ー
マ
に
取
り
組

む
所
存
で
す
。

①
保
護
司
が
不
足
し
て
い
る
現
状
に
関
し
て
、
先
ず

は
現
役
保
護
司
の
理
解
を
深
め
る
。

②
現
在
の
保
護
司
会
の
行
事
・
活
動
を
見
直
し
て
、

ス
リ
ム
化
を
図
り
、
会
員
の
負
担
を
軽
減
す
る
。

③
保
護
観
察
対
象
者
と
の
面
接
に
関
し
て
、
工
夫
や

取
り
組
み
を
共
有
し
、新
人
保
護
司
を
支
援
す
る
。

皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
年
度
も 

”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“
は
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
非
接
触
型
の
縮
小
版
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
地
域
の
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
り
、
社
明
標
語
パ
ネ
ル
は
昨
年
と
ほ
ぼ
同
じ

千
四
百
枚
余
の
協
賛
を
頂
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
尼
崎
市
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

パ
ネ
ル
を
目
に
し
、
私
達
保
護
司
も
元
気
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
大
き
な
社
明
集
会
は
開
け
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
重
点
事
業
の
一
つ
、
市
内
各
所
で
の
ミ
ニ
集

会
は
随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
に
、
更

生
保
護
や
保
護
司
の
活
動
を
知
っ
て
頂
く
絶
好
の
機

会
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
先
輩
保
護
司
が
築
き
上
げ
ら
れ
た
尼
崎

市
保
護
司
会
の
伝
統
を
大
切
に
し
つ
つ
、
様
々
な
意

見
に
耳
を
傾
け
、
充
実
感
が
得
ら
れ
る
保
護
司
活
動

を
目
指
し
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の

程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

尼
崎
市
保
護
司
会
の
皆
様
及
び
関
係
機
関
・
団
体

の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
更
生
保
護
の
諸
活
動
に
格

別
の
御
理
解
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
多
大
な
御
尽
力

を
賜
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
三
年
、 

”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“（
以
下

「
社
明
運
動
」
と
記
載
）
は
第
七
十
一
回
を
迎
え
ま

し
た
。
社
明
運
動
は
、
戦
後
の
荒
廃
し
た
社
会
の
中

で
、
街
に
あ
ふ
れ
る
非
行
少
年
に
憂
え
た
東
京
・
銀

座
の
商
店
街
の
有
志
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
「
銀
座

フ
ェ
ア
ー
」
が
起
源
と
さ
れ
、
昭
和
二
十
六
年
か
ら

全
国
的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
様
々

な
立
場
に
あ
る
人
々
が
、「
犯
罪
や
非
行
の
防
止
」

と
「
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
」
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
て
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で
安
心
な
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
い
う
運
動
で
あ
り
、
市
民
参
加

型
の
運
動
で
あ
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
全
国

的
に
は
今
年
で
二
十
九
回
目
と
な
る
小
・
中
学
生
を

対
象
と
し
た
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
が
有
名
で
す
が
、
こ

の
ほ
か
に
も
、
パ
レ
ー
ド
、
ポ
ス
タ
ー
展
、
パ
ネ
ル

展
、
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
、
公
開
ケ
ー
ス
研
究
会
、
講

演
会
、
住
民
集
会
、
弁
論
大
会
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
、

神
戸
保
護
観
察
所

所
長

小
　
林
　
孝
　
幸

第
七
十
一
回 

”社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
“
に
寄
せ
て

尼
崎
市
保
護
司
会

会
長正

　
岡
　
康
　
子

新
会
長
就
任
の
ご
挨
拶
と

重
点
課
題
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地
域
事
情
に
応
じ
た
特
色
あ
る
活
動
が
各
地
で
展
開

さ
れ
ま
す
。
最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

情
報
発
信
も
試
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
事
で
す
が
、
私
の
趣
味
は
鉄
道
旅
行
で
す
。
気

の
向
く
ま
ま
に
列
車
に
揺
ら
れ
て
各
地
を
巡
っ
て
い

る
と
、
思
い
が
け
な
い
と
こ
ろ
で
社
明
運
動
の
啓
発

活
動
に
遭
遇
し
ま
す
。「
本
州
最
南
端
の
駅
」
と
彫

ら
れ
た
石
碑
の
横
で
は
た
め
く
幟
旗
、
海
辺
を
走

る
ロ
ー
カ
ル
線
の
駅
の
掲
示
板
に
貼
ら
れ
た
ポ
ス

タ
ー
、
山
間
の
秘
境
駅
の
待
合
室
に
掲
出
さ
れ
て
い

た
パ
ネ
ル
等
々
。
予
期
せ
ぬ
出
会
い
を
通
じ
て
、
社

明
運
動
が
長
い
歴
史
を
経
て
全
国
津
々
浦
々
ま
で
浸

透
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

　

一
方
、
昭
和
・
平
成
か
ら
令
和
の
時
代
に
な
り
、

家
庭
や
地
域
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、

立
場
の
弱
い
人
ほ
ど
孤
立
化
す
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
い
じ
め
や
虐
待
、
ひ
き
こ
も
り
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
利
用
に
よ
る
犯
罪
被
害
、
大
麻
の
乱
用
な
ど
、
青

少
年
を
め
ぐ
る
問
題
も
多
様
化
・
深
刻
化
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
こ
そ
、
問
題
を
抱
え
た
人

の
孤
立
化
を
防
ぎ
、
ま
た
、
や
り
直
そ
う
と
す
る
人

を
見
守
り
支
え
る
地
域
社
会
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
社
明
運
動
の
意
義
は
ま
す
ま
す
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
来
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
問
題

で
、
社
明
運
動
は
規
模
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、「
誰
も
が
や
り
直
し
て
輝

け
る
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
、
運
動
の
趣
旨
が
世
代
を
超
え
て
引
き
継
が

れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

第
七
十
一
回 

”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“
は
七

月
一
日
か
ら
強
化
月
間
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
第
三
波
に
よ

る
緊
急
事
態
宣
言
が
、
四
月
二
十
五
日
か
ら
六
月

二
十
日
迄
発
令
さ
れ
、
そ
の
後
も
非
常
に
厳
し
い
制

限
ま
ん
延
防
止
期
間
の
中
で
、
四
月
か
ら
中
央
集
会

な
ど
を
実
施
す
る
為
の
計
画
案
を
、
役
員
一
同
で
協

議
し
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
換
気
の
悪
い
所
、

密
閉
空
間
、
至
近
距
離
で
の
集
会
を
避
け
る
為
、
五

月
度
の
広
報
部
会
で
協
議
し
た
結
果
、昨
年
と
同
様
、

中
止
と
し
ま
し
た
。

　

感
染
拡
大
に
影
響
の
な
い
次
の
事
項
に
取
り
組
む

こ
と
に
し
ま
し
た
。

①
社
明
の
ぼ
り
旗
の
設
置
（
市
内
私
鉄
・
Ｊ
Ｒ
の
各

駅
前
広
場
・
公
共
施
設
）

②
社
明
運
動
の
啓
発
用
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
（
郵
便

局
五
十
七
局
・
Ｊ
Ａ
八
店
舗
・
コ
ー
プ
七
店
舗
・

ロ
ー
ソ
ン
二
十
店
舗
・
公
共
施
設
）

③
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
依

頼（
小
学
校
六
校
・
中
学
校
六
校
・
高
等
学
校
六
校
）

④
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
掲
示
板
・
公

共
施
設
）

⑤
エ
フ
エ
ム
あ
ま
が
さ
き「
み
ん
な
の
尼
崎
情
報
局
」

で
発
信
（
保
護
司
活
動
の
紹
介
、
作
文
の
朗
読
、

更
生
保
護
関
係
団
体
の
活
動
紹
介
）

　

昨
年
同
様
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、 
”社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
“
が
計
画
通
り
に
で
き
な
か
っ
た
事
が
残

念
で
す
が
、
次
回
は
計
画
通
り
に
実
施
で
き
る
事
を

切
望
し
ま
す
。

　

ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
各
位
、
各
施
設
の
方
々
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
第
七
十
一
回

 

”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“

温
か
い
ご
支
援
に

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
は 

”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“
の
標

語
パ
ネ
ル
協
賛
に
つ
き
ま
し
て
地
域
の
団
体
や
自
治

会
、
企
業
、
個
人
の
方
々
か
ら
協
賛
者
と
し
て
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
「
社
明
標
語
パ
ネ
ル
」
は
市
内
全
域
に
掲
示

さ
れ
、
協
賛
金
の
一
部
は
本
運
動
の
推
進
費
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

紙
面
を
お
借
り
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

第
71
回
社
明
運
動
「
標
語
パ
ネ
ル
」

尼
崎
市
全
域
に
　
一
、四
二
九
枚
掲
示

社
明
運
動
「
標
語
パ
ネ
ル
」
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こ
の
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
深
刻
な
状
況
下
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
令
和
三
年
春
の
叙
勲
に
際
し
思
い
も
よ
ら
ぬ

内
示
の
報
を
頂
き
、
受
章
の
栄
誉
を
拝
受
す
る
運
び
と
な
り
、

身
に
余
る
思
い
と
面
映
ゆ
さ
で
戸
惑
い
の
域
を
拭
え
ず
に
い
ま

す
。

　

本
受
章
に
関
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
数
々
の
ご
指
導
と
ご

支
援
・
示
唆
を
頂
い
た
歴
代
の
主
任
観
察
官
、
諸
先
輩
保
護
司
、

現
役
保
護
司
の
皆
様
方
に
よ
る
賜
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
家
族
の
支
え
に
よ
る
も
の

と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
多
く
の
保
護
観
察
対
象
者
と
接
し
て
き
ま
し
た
が
、
顧
み
る
と
数
多
の
こ
と
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
一
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
三
十
歳
半
ば
の
女
性
対
象
者
の
仮
釈
放
に
際
し
て
引
受

人
で
あ
る
母
親
と
矯
正
施
設
ま
で
自
家
用
車
で
出
迎
え
に
行
き
、
そ
の
帰
路
に
休
憩
の
た
め
立
ち

寄
っ
た
Ｓ
・
Ａ
で
軽
く
飲
み
物
を
と
本
人
に
問
い
掛
け
た
と
こ
ろ
、
ま
だ
寒
さ
が
残
る
三
月
に
も

関
わ
ら
ず
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
パ
フ
ェ
を
注
文
し
、
ひ
と
く
ち
口
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
彼
女
の
目

が
突
然
赤
く
な
り
涙
が
溢
れ
出
て
き
ま
し
た
。
一
年
数
ヶ
月
あ
ま
り
、
施
設
内
で
の
生
活
で
は
当

然
口
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
甘
味
と
感
触
で
、
仮
釈
放
に
な
っ
た
こ
と
を
実
感
し
た
と
話

し
て
く
れ
、
母
親
と
私
共
々
「
今
日
の
流
し
た
涙
と
仮
釈
放
と
な
っ
た
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
」
と
説
示
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
後
、
健
康
を
含
め
自
己
管
理
に
十
分
留
意
し
つ
つ
、
本
受
章
に
恥
じ
ぬ
よ
う
こ
れ
ま

で
同
様
に
更
生
保
護
に
関
し
地
道
な
活
動
を
続
け
る
と
共
に
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
皆
様
方
の

ご
芳
情
に
報
い
た
く
、
更
な
る
ご
厚
誼
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

栄　誉　おめでとうございます栄　誉　おめでとうございます

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章
受
章

大
庄
分
会
　
　
　

東
　
　
洋

令和３年度　尼崎市保護司会総会
　

令
和
三
年
度
の
尼
崎
市
保
護
司
会
総
会
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
、
昨
年
度
と
同
様
、
書
面
表
決
で
の
採
決
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
度
の
事
業
報
告
や
収
支
決
算
報
告
、
今
年
度
の
事
業
計

画
案
や
収
支
予
算
案
、
令
和
三
・
四
年
度
尼
崎
市
保
護
司
会

役
員
と
い
う
議
案
は
、
書
面
表
決
と
い
う
形
で
全
て
承
認
・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
返
信
さ
れ
た
表
決
用
の
ハ
ガ
キ
の
集
計

で
は
、
規
約
で
定
め
ら
れ
た
数
を
十
分
に
上
回
り
、
ま
た
、

全
て
の
議
案
に
つ
い
て
も
賛
成
が
投
じ
ら
れ
ま
し
た
。
今
年

度
は
役
員
改
選
の
年
度
に
も
あ
た
り
ま
す
の
で
、
新
役
員
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。

令
和
三
・
四
年
度
　
本
部
新
役
員

　

会　
　

長　

正
岡　

康
子

　

副
会
長　

小
寺　

信
吾
、
東　
　
　

洋

　

専
務
理
事　

寺
本　

昭
子
、
森
田
孝
一
郎

　

常
務
理
事　

吉
野　

和
康
、
井
村　
　

渡
、
岡
田　
　

齊

　
　
　
　
　
　

山
中
登
喜
子
、
瀬
戸
冨
士
男
、
前
田　

昌
昭

　

監　
　

事　

下
境
田
耕
治
、
大
谷　

治
代
、
塚
田　
　

晃

重 点 目 標
一
、
犯
罪
予
防
と
再
犯
防
止
へ
の
取
り
組
み

二
、
新
任
保
護
司
の
発
掘
に
よ
る
保
護
司
充
足
率

の
改
善
と
処
遇
能
力
の
向
上

三
、
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実

と
有
効
活
用

四
、
更
生
保
護
関
係
団
体
等
と
の
連
携
の
推
進

五
、
地
方
公
共
団
体
、
教
育
機
関
な
ど
と
の
連
携

強
化
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私
は
趣
味
で
ラ
ン
と
ス
イ
ム
を
長
く
続
け
て
い
ま

す
。
も
と
も
と
ラ
グ
ビ
ー
を
三
十
才
ま
で
十
五
年
間

し
て
い
て
、
引
退
後
も
健
康
維
持
を
目
的
に
運
動
習

慣
を
継
続
し
て
き
た
の
で
す
。
コ
ツ
コ
ツ
と
合
間
の

時
間
を
見
つ
け
て
は
、
泳
ぎ
に
行
っ
た
り
走
り
に

行
っ
た
り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
た
め
に
大

阪
マ
ラ
ソ
ン
や
神
戸
マ
ラ
ソ
ン
に
も
出
場
し
ま
し

た
。
い
つ
も
サ
ブ
４
（
四
時
間
切
り
）
が
目
標
で
す
。

　

し
か
し
、世
間
で
の
健
康
ブ
ー
ム
、マ
ラ
ソ
ン
ブ
ー

ム
に
よ
っ
て
大
会
へ
の
参
加
希
望
者
が
激
増
し
、
マ

ラ
ソ
ン
大
会
は
狭
き
門
と
な
っ
て
し
ま
い
、
な
か
な

か
抽
選
に
受
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
私
は
自
転
車
を

追
加
し
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
後
に
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
も
愛
好
者
が
案
外
多

く
、
思
っ
た
大
会
に
必
ず
出
場
で
き
る
と
は
限
ら
な

い
と
知
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
…
。

　

兎
も
角
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
を
始
め
て
今
年
で
八

年
。
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
も
距
離
別
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
が

分
か
れ
て
い
て
、
一
番
長
い
部
類
に
ア
イ
ア
ン
マ
ン

レ
ー
ス
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ス
イ
ム

３
・
８
㎞
、
バ
イ
ク
１
８
０
・
２
㎞
、
ラ
ン
４
２
・
２

㎞
を
続
け
ざ
ま
に
勿
論
一
人
で
完
走
す
る
の
で
す
け

ど
、
ほ
ぼ
半
日
か
か
り
ま
す
。
こ
ん
な
大
会
の
存
在

を
知
っ
た
時
、
世
に
は
過
酷
な
こ
と
を
好
き
こ
の
む

変
人
が
い
る
も
の
だ
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

　

な
の
に
三
年
目
に
は
自
分
も
初
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
ま
し
た
。
制
限
時
間
が
迫
る
な
か
、
酷
く
痛
む
両

足
を
引
き
摺
り
な
が
ら
ど
う
し
て
こ
ん
な
事
に
チ
ャ

『
勝
者
』
よ
り
『
勇
者
』
た
れ

浦
　
田
　
俊
　
弘

レ
ン
ジ
し
よ
う
と
思
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
か
、
も
う
十

分
に
頑
張
っ
た
ん
だ
か
ら
こ
こ
で
リ
タ
イ
ア
し
よ
う

と
か
、
挫
け
そ
う
に
な
る
の
を
必
死
で
こ
ら
え
て

ゴ
ー
ル
に
辿
り
着
き
ま
し
た
。
す
る
と
先
に
ゴ
ー
ル

し
た
仲
間
が
待
っ
て
い
て
く
れ
て
大
喜
び
で
ゴ
ー
ル

に
迎
え
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
感
動
で
涙
が
溢
れ
出

て
き
ま
し
た
。
滅
茶
苦
茶
き
つ
か
っ
た
け
れ
ど
そ
れ

に
見
合
う
だ
け
の
感
動
と
幸
せ
を
貰
え
た
と
思
い
ま

す
。
そ
の
後
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
、
毎
年
何
と
か

ゴ
ー
ル
で
き
て
い
ま
す
。

　

ラ
グ
ビ
ー
を
し
て
い
た
時
に
は
優
勝
で
き
る
の
は

一
チ
ー
ム
だ
け
で
す
。
い
つ
も
そ
こ
に
は
勝
者
と
敗

者
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
今
は
大
会
に
勝
者
は
居

て
も
敗
者
は
存
在
し
な
い
の
で
す
。
み
ん
な
自
分
に

対
し
勇
敢
に
挑
戦
し
続
け
て
い
る
か
ら
。
ゴ
ー
ル
で

き
て
も
で
き
な
く
て
も
、
そ
の
挑
戦
が
続
く
限
り
敗

者
で
な
く
『
勇
者
』
な
の
で
す
。
そ
し
て
仲
間
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、沿
道
の
人
達
も
心
か
ら
応
援
し
ま
す
。

挑
戦
し
続
け
る
姿
、
生
き
る
姿
に
人
は
心
を
揺
さ
ぶ

ら
れ
、
応
援
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
く
な
る
の
で
し
ょ

う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

そ
し
て
『
勇
者
』
は
又
、
し
ん
ど
い
思
い
を
越
え

た
か
ら
こ
そ
、得
ら
れ
た
優
し
さ
も
持
っ
て
い
ま
す
。

人
に
対
し
て
優
し
く
な
れ
る
。
こ
の
『
勇
者
』
の
魂

の
種
を
挫
け
そ
う
に
な
っ
て
い
る
人
に
蒔
き
続
け
、

『
勇
者
』
仲
間
を
増
や
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
勿
論
ラ

グ
ビ
ー
に

も
勇
者
は

存
在
し
ま

す
！
）

 

　

昭
和
四
十
一
年
一
月
に
左
門
殿
の
今
福
で
生
ま
れ

ま
し
た
。
八
幡
幼
稚
園
〜
杭
瀬
小
学
校
〜
若
草
中
学

校
〜
尼
崎
小
田
高
校
と
小
田
地
区
で
育
ち
ま
し
た
。

　

結
婚
を
機
に
杭
瀬
団
地
へ
移
り
住
み
、
十
五
年
程

前
に
は
、
小
田
地
区
で
の
永
住
を
決
め
、
現
在
の
住

ま
い
で
あ
る
潮
江
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
で
言
う
の
も
な
ん
で
す
が
、「
お
だ
ら
ぶ
」（
小

田
が
好
き
）
な
生
粋
の
お
だ
っ
こ
で
、名
刺
に
は
「
お

だ
ら
ぶ
部
長
」
と
表
記
し
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
、
小
田
が
好
き
な
の
か
？

　

若
い
頃
は
答
え
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
十
年
程
前
、
漠
然
と
し
て
い
た
思
い
が
、

明
確
な
答
え
に
変
わ
り
ま
し
た
。そ
の
答
え
と
は「
子

ど
も
の
頃
の
楽
し
い
思
い
出
」
で
す
。

　

私
が
生
ま
れ
育
っ
た
今
福
は
、
ま
さ
に
下
町
で
、

地
域
に
は
面
倒
見
の
良
い
大
人
、
今
で
は
珍
し
い
他

人
の
子
ど
も
も
遠
慮
な
く
叱
っ
て
く
れ
る
大
人
が
た

く
さ
ん
い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
大
人
た
ち
が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
教
え
て

く
れ
た
り
、
写
生
会
や
ハ
イ
キ
ン
グ
、
プ
ー
ル
、
ス

ケ
ー
ト
な
ど
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
り
し
ま
し

た
。

　

子
ど
も
の
頃
の
楽
し
か
っ
た
思
い
出
が
、
今
で
も

私
の
脳
裏
に
強
く
焼
き
付
い
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が

「
お
だ
ら
ぶ
」
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
私
は
大
好
き
な
小
田
で
地
域
づ
く
り
の
仕

「
あ
ま
ら
ぶ
」
で
「
お
だ
ら
ぶ
」

吉
　
田
　
淳
　
史

五島長崎国際トライアスロン大会
2019.6.23
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昨
年
か
ら
全
世
界
を
巻
き
込
ん
で
い
る
「
新
型
コ

ロ
ナ
」
が
、
皆
さ
ん
の
生
活
や
活
動
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
が
流
行
り
始
め
た
ば
か
り
の
時
に
、

あ
の
志
村
け
ん
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

時
の
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
く
、
そ
れ
こ
そ
国
民
み
ん
な

が
驚
き
嘆
き
悲
し
み
ま
し
た
。
私
の
よ
う
な
気
楽
な

人
間
で
も
、
年
下
の
志
村
さ
ん
が
亡
く
な
る
の
だ
か

ら
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
周
り
の
友
人
に

注
意
し
ま
く
り
ま
し
た
。

　

今
、
毎
日
夕
方
に
な
る
と
「
本
日
の
感
染
者
数
は

何
人
で
、
死
者
は
何
人
で
し
た
」
と
ニ
ュ
ー
ス
で
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。
兵
庫
県
で
毎
日
数
十
人
の
死
者

が
出
て
い
て
も
私
も
淡
々
と
そ
れ
を
聞
い
て
い
ま

す
。

　
「
志
村
さ
ん
シ
ョ
ッ
ク
」
時
の
「
緊
急
事
態
宣
言
」

発
出
後
は
夜
の
街
か
ら
人
影
が
消
え
ま
し
た
。
現
在

も
宣
言
が
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
夜
の
人
出
は
多

く
な
る
ば
か
り
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
た

こ
と
も
影
響
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。一
方
、

昨
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
者
は
例
年
に
比
べ

て
激
減
し
た
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
手
洗
い
、
う
が

い
、
マ
ス
ク
す
る
と
い
う
昔
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
予

防
策
を
取
れ
ば
イ
ン
フ
ル
イ
ン
ザ
は
防
げ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
何
人
か
の
対
象
者
と
の
出
会
い
が

慣
れ
と
い
う
こ
と

白
　
井
　
和
　
彦

あ
り
ま
し
た
。
最
近
特
に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
の
は
、

本
当
に
「
一
人
ひ
と
り
に
違
う
個
性
が
あ
る
の
だ
」

と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
。
昔
な
が
ら
の
固
い

頭
の
私
な
ど
は
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
に
は
め
よ
う
と
す
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
で
は
相
手
に
な

か
な
か
話
が
入
っ
て
い
き
ま
せ
ん
。
私
の
「
独
り
相

撲
」
に
な
り
ま
す
。

　

あ
る
少
年
は
、
時
間
通
り
に
や
っ
て
来
ま
す
。
返

事
も
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。
前
回
の
時
か
ら
の
行

動
を
簡
潔
に
話
し
ま
す
。
そ
し
て
例
に
よ
っ
て
私
が

最
後
に
、「
そ
の
友
人
と
は
会
っ
て
い
な
い
や
ろ
な
」

に
、「
会
っ
て
い
ま
せ
ん
」、「
単
車
と
か
に
も
乗
っ

て
い
な
い
や
ろ
な
」
に
も
、「
乗
っ
て
い
ま
せ
ん
」

と
の
答
え
。
翌
日
、
車
に
乗
っ
て
い
た
私
は
、
そ
の

友
人
と
単
車
に
二
人
乗
り
す
る
彼
と
す
れ
違
い
ま
し

た
。
皆
さ
ん
方
も
こ
う
い
う
経
験
が
一
度
や
二
度
い

や
い
や
多
々
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
私
は
、
人
間
と
い
う
動
物
は
周
囲
に
流

さ
れ
や
す
い
の
だ
と
私
自
身
を
含
め
て
再
認
識
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
対
象
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の

色
々
な
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。
勿
論
、
そ

れ
は
「
迎
合
」
で
は
な
く
て
「
毅
然
と
し
た
態
度
・

一
貫
し
た
方
針
」
を
忘
れ
ず
に
取
り
組
む
こ
と
だ
と

思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

事
を
し
て
い
ま
す
。
私
の
子
ど
も
の
頃
と
今
と
で
は

状
況
が
違
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
に
様
々
な
学
び

や
体
験
の
場
を
設
け
、郷
土
愛
の
醸
成
、つ
ま
り
「
お

だ
ら
ぶ
」
な
子
ど
も
が
増
え
る
こ
と
を
目
指
し
、
地

域
の
方
々
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
な
が
ら
、

子
ど
も
向
け
の
取
組
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
休
み
も
「
小
田
こ
ど
も
学
び
＆
体
験
大

特
集
！
」
と
題
し
、
地
域
の
大
人
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

し
た
多
く
の
学
び
や
体
験
の
機
会
を
提
供
し
ま
し

た
。

　

尼
崎
工
業
高
校
や
尼
崎
小
田
高
校
の
生
徒
、
関
西

国
際
大
学
の
学
生
、本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
・

文
化
振
興
財
団
・
社
会
福
祉
協
議
会
小
田
支
部
に
加

え
、
あ
ま
が
さ
き
キ
ュ
ー
ズ
モ
ー
ル
、
ホ
テ
ル
ヴ
ィ

ス
キ
オ
尼
崎
、
丸
一
興
業
、
ニ
ナ
ク
ル
と
い
っ
た
事

業
者
の
ほ
か
、
宮
っ
子
ク
ラ
ブ
、
元
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

選
手
の
堂
安
憂
さ
ん
な
ど
が
、
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔

に
な
る
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
一
月
に
現
役
を
引
退
し
、
子
ど
も
た
ち
に

サ
ッ
カ
ー
を
教
え
る
こ
と
で
、生
ま
れ
育
っ
た
小
田
、

ひ
い
て
は
尼
崎
に
恩
返
し
を
し
た
い
と
の
思
い
を
持

つ
堂
安
憂
さ
ん
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
男
子
サ
ッ

カ
ー
日
本
代
表
の
10
番
を
背
負
っ
た
堂
安
律
選
手
の

実
兄
で
す
。二
人
と
は
何
度
か
お
会
い
し
ま
し
た
が
、

二
人
と
も
「
あ
ま
ら
ぶ
」
で
「
お
だ
ら
ぶ
」
な
好
青

年
で
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
教
室
で
は
、
小
田
北
中
学
校
の
生
徒
が

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
選
手
と
し
て
活
躍
す
る
律
さ
ん
。
指
導
者
を

目
指
す
憂
さ
ん
。
夢
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

「
お
だ
ら
ぶ
」
な
二
人
を
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
た
い

と
思
い
ま
す
。「
ガ
ン
バ
レ
！
堂
安
兄
弟
」。
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新任保護司の紹介（令和3年5月）
　

こ
れ
ま
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
教

育
事
業
を
通
じ
て
多
く
の
青
少
年
と
関
わ
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
個
々
に
秘
め
ら
れ
た
深

い
心
の
部
分
は
中
々
見
え
ま
せ
ん
。
何
ら
か
の
原
因

に
よ
り
、
反
社
会
的
行
動
を
繰
り
返
し
た
後
、
立
ち

直
ろ
う
と
す
る
青
少
年
に
関
わ
る
機
会
を
与
え
て
い

た
だ
き
、
光
栄
に
思
い
ま
す
。
緊
張
感
を
持
っ
て
微

力
な
が
ら
地
域
の
た
め
、
青
少
年
の
た
め
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

明
る
い
未
来
を

小
田
分
会
　
　
　

髙
谷
　
浩
司

　

晴
れ
た
朝
、
六
月
の
風
に
吹
か
れ
て
い
る
と
爽
や

か
な
気
分
に
な
り
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
、
経

済
格
差
の
拡
大
、
気
候
変
動
な
ど
、
令
和
の
日
本
は

大
き
な
変
革
期
に
あ
る
こ
と
を
忘
れ
そ
う
に
な
り
ま

す
。
現
在
の
課
題
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
解
決
の
糸

口
の
一
つ
は
、
多
様
性
の
確
保
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
、
個
性
、
価
値
観
を
持
つ
人

た
ち
が
互
い
に
尊
重
し
、
力
を
合
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
能
力
が
活
か
せ
る
社
会
―
そ
ん
な
健
全
で
活
力

あ
る
社
会
実
現
の
一
端
を
担
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

社
会
の
一
員
と
し
て

立
花
分
会
　
　
　

秋
田
　
一
吉

　

大
き
な
失
敗
を
し
た
時
、あ
る
先
輩
僧
侶
か
ら「
ま

た
一
緒
に
笑
え
る
よ
う
、
一
緒
に
考
え
て
悩
ん
で
い

こ
う
」
と
声
を
掛
け
て
頂
き
ま
し
た
。
一
人
じ
ゃ
な

い
、
共
に
歩
ん
で
く
だ
さ
る
人
が
い
る
。
と
て
も
嬉

し
く
、
そ
の
一
言
に
救
わ
れ
ま
し
た
。

　

保
護
司
と
し
て
、僧
侶
と
し
て
、人
間
と
し
て
、「
共

に
」
と
い
う
姿
勢
を
大
切
に
、
励
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

と
は
言
う
も
の
の
、
寺
で
生
ま
れ
、
寺
で
育
っ
た

世
間
知
ら
ず
の
未
熟
者
で
す
。
何
卒
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

共
笑
為
共
悩

武
庫
分
会
　
　
　

志
紀
　
正
機

　

私
は
武
庫
地
区
子
ど
も
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど
も

の
み
ら
い
尼
崎
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
武
庫
運
営

委
員
会
の
活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
を

我
が
事
と
し
て
考
え
、
行
動
す
る
人
の
輪
を
広
げ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
身
近
な
保
護
司
の
方
々
の
活

動
か
ら
、
更
生
保
護
は
子
ど
も
の
人
権
を
守
る
こ
と

に
繋
が
る
と
気
づ
き
ま
し
た
。

　

未
熟
な
私
で
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

子
ど
も
の
人
権
を

　
　
　
守
る
た
め
に

武
庫
分
会
　
　
　

濱
田
　
格
子

　

保
護
司
を
引
き
受
け
て
欲
し
い
と
打
診
さ
れ
た

時
、
あ
る
知
人
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
の

方
は
生
前
保
護
司
を
さ
れ
て
い
て
、
大
変
な
状
況
で

も
何
と
か
し
て
対
象
者
の
力
に
な
ろ
う
と
さ
れ
て
い

た
人
格
者
で
、
と
て
も
人
望
が
厚
い
方
で
し
た
。
そ

の
人
で
す
ら
大
変
だ
と
表
現
し
て
い
た
こ
の
仕
事
を

私
に
で
き
る
の
か
随
分
悩
み
ま
し
た
が
、
で
き
る
範

囲
で
精
一
杯
す
れ
ば
い
い
の
で
は
と
思
い
直
し
、
お

引
き
受
け
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
色
々
至
ら
ぬ
点

が
多
い
で
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

保
護
司
の
先
輩

園
田
分
会
　
　
　

金
子
　
智
子

「尼保だより」を尼崎市の
　　ホームページで掲載予定。
「尼保だより」を尼崎市の
　　ホームページで掲載予定。

　私たちの生活を豊かに便利にしてくれるイン
ターネットは多くの人々にとって、なくてはなら
ないものになっています。今後、「尼保だより」
を尼崎市のホームページでも見ることができるよ
うになります。多くの皆さんに見ていただき、保
護司の活動に対する理解や協力等が得られればと
考えております。そして、過去に罪を犯した人た
ちの立ち直りを助け再び犯罪や非行に陥らないよ
う予防することにつながっていくと期待しており
ます。「尼保だより」を手にされていない皆さん
にもお声がけ頂ければと思います。

事務局より　
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官
察
観
護
保

　
　
　
　藤
伊

　

代
育

　

官
察
観
護
保

　
　
　
　村
松

　

磨
卓

　　

ま
り
参
て
し
進
精
く
べ
す
索
模
を
策
方
る
す
揮
発
を

　

方
生
先
と
展
発
ご
の
々
益
の
会
司
護
保
区
地
崎
尼

　

思
の
方
様
皆
る
さ
だ
く
て
え
支
を
動
活
の
司
護
保
ち

連
層
一
り
よ
と
者
係
関
護
保
生
更
の
等
主
用
雇
力
協

長
部
紙
関
機

　

坂
明
　

春
正

春
年
三
和
令 1

・
10　

№
り
よ
だ
保
尼

129

刊
発
号

　
　

10　

）
止
中
（
会
礼
互
年
新

2
・
　　

）
止
中
（
会
事
理
・
会
修
研
事
理

　
　
　
　

）
期
延
（）
編
用
応
（修
研
別
特
司
護
保
任
新

　
　
　
　

）
期
延
（会
議
協
絡
連
等
者
表
代
会
司
護
保
県

　
　
　
　

　
　
　
　

）
止
中
（
修
研
別
特
司
護
保

3
・
16　

会
議
協
絡
連
等
者
表
代
会
司
護
保
県

　　
17　

）
編
用
応
（
修
研
別
特
司
護
保
任
新

　
　

19　

4
・
　
　

）
決
表
面
書
（
会
事
理

　　
21　

）
掃
清
敷
川
河
川
庫
武
（
動
活
献
貢
会
社

5
・
　
　

）
決
表
面
書
（
会
総
会
司
護
保
市
崎
尼

　
　

　　

）
決
表
面
書
（
会
員
委
進
推
県
明
社

　
　

　　

）
決
表
面
書
（
会
員
委
進
推
明
社
市

6
・
　
　

）
決
表
面
書
（
議
会
長
会
副
正
市
七
神
阪

7
・
　
　

動
運
る
す
く
る
明
を
会
社

中
市
崎
尼

　
　
　
　

）
止
中
（
会
集
区
地
各
・
会
集
央

　
　

27　

事
計
会
び
及
長
会
新
（
修
研
別
特
司
護
保

　
　
　
　

）
修
研
者
当
担
務

　
　

28　

・
式
嘱
委
長
会
司
護
保
日
一
長
市
崎
尼

　
　
　
　

）
室
長
市
（
会
換
交
見
意

　
人
　
事
　
報司

護
保
任
新
○

和
令
（

3・5・18

）
付

　

谷
髙
）
田
小
（

　

司
浩

　

田
秋
）
花
立
（

　

　

紀
志
）
庫
武
（

　

機
正

　

田
濱
）
庫
武
（

　

子
格

　

子
金
）
田
園
（

　

子
智

　

た
し
で
様
労
苦
ご

司
護
保
了
満
期
任
○

和
令
任
退
齢
満
（

3・5・17

）
付

　

井
石
）
庫
武
（

　

子
麻

司
護
保
了
満
期
任
○

和
令
（

3・5・17

）
付

　

田
戸
）
花
立
（

　

子
勝

　

去
逝
ご

　

井
青
）
員
会
誉
名
（

　

和
令
（
閑
長

2
・
10
）

　

竹
佐
）
員
会
誉
名
（

　

和
令
（
江
正

3
・
3
・
18
）

保護司数　　　　　　　　　　１６６名
保護観察事件　　　　　　計　１５８件
　１号（保護観察処分少年）　　８８

　２号（少年院仮退院者）　　　１１

　３号（仮釈放者）　　　　　　１９

０４ ）者予猶行執付察観護保（号４　

環境調整事件　　　　　　計　１６２件
　少年院在院者　　　　　　　　１４

　刑務所在監者　　　　　　　１４８

尼崎市保護観察事件係属状況

−令和３年７月１日現在−




